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〈研究紹介〉

EXOS-D衛星と磁場観測

東北大学理学部恒西 j告

7il''i'i にスター卜した EXOS-Oi: j. jl ， i 計耐 it いよ

いよ米午 21J の j) ち|げまで 9 ヵ H を伐すだけと

なゥた。 J比が 1'''1 ではや I) めてfJ k/ ，;'il 立 I~i l ， i による I~':jfjl;

肢の般場観測が実税することになるので. -fLji 船

場研究グルーフのJlIJl Sは人ーきい。

I也ER 岐場はif( 1J と府l じように文寸ーどおり地球に

とって取ら J正本的な rJ品J の一つであり.地球の

1什('iI~.外的で起きている JJI象の多くがこの依坊の

イi{1 と深いかかわりをもっている。 I也j:RこE磁t品の

観測からはプレートの述~;JJやコア内の流休述動の

犠 f がl早l りかにされてきた L. 変動成分的観日l肋・

らは磁気嵐や船主、|剖サプストームの発注i品.f\\が IVI

らかにされてきた。引に. j:j.iH による船場観測は.

i，(JlI J川 lニグロ パjレなデータカサザら IL るとい 7I28

て'地球総場観測にとっては批も有 IIJ>:.-liJUI!iJ手段てe

ある。 TRIAD情J JI~，による佐助lJI.il!ilはピルケラノト

が従来し 3 次 ι泣ilJL:f~の 1'1' (1 を:JUII'L. foii.~，( 1在|と

，江町主|剖はめ総1J糾!屯流を介して一つのが1合系を形

成していることを lij) 句かにした。また.その後n

ち J'，げられた f似品;証Ji. i !!ll \早川 iiii I,',MACSAT は I也球

主総場をベクトル;止として IOn'，のf，'i l庄で測定する

ことに成功し地球総場モデル(JCR") の紡肢を

月注目出町Jに "H. させた。

しかし残念ながり U 本て'のf~j !I\ による随場E別!'I

は. こ IL まて。「じさけん」吋， r さきカ刊す J て 1 J わ

れただけで. fJ~出'jri1:1jJI~ での悩場観il川は一度も'土

軸i されたことがなも、。そのPJ! III として ':Ul~. での foi!.

場lJI. iJIII は J也 1'，lJI. iJIIJにはない川j主な技術を必要とす

るが，そのn応が遅れたことがあげられる。出払

伎で小引料品なベ 7 トノレ磁力百|と俗力 rll センサー

を取り十l けるマストのn}'J~tの他. ill,j )， 1 の磁公クリ

ニ/グや I:j.j J ， i 姿勢・ iQi I，'軌3ι決定制度のj、帆iな

I;'J1-.~ 町村 r!l データを f!} るための必 ~Jl 条 1'1 である。

EXOS-[) と OPE:-;-J (JJl.イ!の GEOTAI L)待 .i J,!
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計 Illilが従来された 1981年.これまでこE として他場

観測を地上て寸1 ってきた .fl.達は.これまでの巡れ

を取り民し高村!主総場観測を実現するためにグ

ルーフをつくり.新しい l~i I，!搭載m依1) ，i1の開発

に l恥リ車Jlむことになった。まずr.fI発にイiTしたの

は MAGSAT に椛岐されたベクトノレ他力。il と]l iJtl~

llE の'lttiE;をもっ I) ./ずコア叩1)7 ランクスゲー I· iIB

1)JI て“あった。数 JjnT の主的、 lJ!j の 'I' をスヒンしつ

つ成測す一る f~i ll~. 止て手数 IOnT の変動成分を険Il\する

には， ~~J 5ffiのダイナミ y クレ/ジと数10Hzのl劫

波数店、干与をもっ総力 III が必要となる。IiiIJj<Unl~a と

してハルスドライブ }j式を!日い. 16ピ， I 尚 j止 A

/0変換器占を mいることによってこのHlJ姐的解決

をはかった。リングコアを?ウントする支持れの

U1'tやj川上車内lEL 大きな/HI姐と主った。事長<. JJII

1 精度が raj <.熱変 If3の小さい材1'tでセンサー支

持T勺を作製しテストをir(Jι 最終的に.k: 1.~: is の

材料として.アラミドを掠IIIするニとにした。

日目先した的力 In は地J.MI.削IJ でテス l を繰り返し

た後 ， {toが越冬した 26次前極t脱出IJ隊でロケ y 卜~JI.

jillJに使った。 S -310 ロケ y 卜はスビ./ J~;I J日l カ '0.6

紗と Ill. \， 、ため.総力日|の mli!'.i数レスホノス L 1001lz

と， fG めた。 1985 年 7 }J12 日に S-3 1O .J A-12 り機を川

動的なア -7 に-tJち|ーげたが.ロケソトヵ、アーク

を特~ 1;1)ゥた際に 500n1 ・に L 注する ~iH\' 、討 l.ii .J )線屯

流を観測することに l1i. ri)

した φ ニのIi比 r}jによって

スヒンをし主カり fHIJ す

る成制H¥ I でむ|分む村 l

J主:て d似品川JI.測ができるこ

とが 'λ1111" ，され， )、さな 1'1

I. j となった。

次に|片 .j)£ を必 l~: とした

L のはセンサーを If，リ付

ける fllllf~? ストである

i:7[I ,iA, 14>:の伐 Wf総公やif，:

・1£ ，11 日;}からの他気配J-!"j'p

をjlli:けるにはできるだけ

センサーを J:'(i J ，\か h 湖E寸

記、『止均、あり. llUI ，!.~， (本カ

らの杉科を数 nTf"\':1 主にするにはマストの l止さとし

ては 501 か必要となる。また fil' 以後のセ/サー t，j

ill での }j f立は測定できないのて 'I 申[I ，!.}j f ，j' とセンサ

}jf ，j はできるかぎり一生文していることむ必安で

ある。当 uS こうした条刊を t的 lEi る 7 ストとして

はアストロマストしかなかったが， EXOS-OiajJ ,i

lこ 1{~ ， I配するには.iT( :，1が市すぎるという鮒/，(があ勺

た。また 1'1 こE技術てFのllli~U別発をめざしている的

fLi グループとしては.船場[II. illlJ技術的なかでも法

本的な部分のーつを外|五lの技術にをねるには批抗

があった。しかしマストのII日発は峰場グル フに

は Tーにあまるところがあった。.yいにも名 l白光'トー

が rf'心になり 'j':'di科"'i 研究所I"f: 7 ループが開発

を i止めて下さり.アストロマストを越える性能の

7 ストヵ、知!日11111に開発された。

こヲした努})が実リ句ょうやく本物的な飽1) ;汁

ができ|がリつつある。 F:XOS-Oによる I磁場[11.，11'1

の 併のねりし、 lム極域内 I'.'乍数f-1-.tr1に 1) イl する

オーロラキ:( rlill;卓抜における ilT総力総1ι流の微細II

·hWi;i を iλめ.キ\'(. (テ'-J とのJUよから必t止を j II. 勺

ているが({グ)lie14>:を II) I らかにすることである。オ

ーロラ収集の機附に l比l し Jl:l:終的立決ぷが i!J: られて

いないのは よの J)J.象を事:，: (というミクロむ\'，. 1品

か句みた場イ?と 'J I.i:~t.というマクロな \'(1 品かりみ

た f品イ干の関係かf/(然としてはゥきりしていないこ

第 1 図 EXQS-D 衛星に浴載される 3輸フラックスゲート磁力計の

センサー部

。
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比万Ii_.,t·t の|刻 f，foにあるはずである。この肢も

基本的な WI係がまだ|分には解明されていないの

は.これまでの総力言|の Ik~川分解能がfJ~かったこ

とや.半、:， OJl礼 lll r，~~のエネノレギ一組問が伏かったこ

と立どにより. '~l1 ?1r( と半、:uの l立j));(I(j な対応づけが

凶雑だったことによる。 EXOS- J)から j!} られる州

事"li伎のデータを附いれば.マクロな過れとミクロ

な j~Nを統一的に理解できるのではないかと楽し

みにしている。(ふくにし ひろし)

とによる。

粒子のム之助では，オーロラ現象をYt ~fl韮1}~)} 1I4

を受け柿il&1耳苅府大気に入射したイ '11t111:キ;;.(による

発光収象ととらえるので.オ ロラ恥~r:-(-の 1m泌機

怖が焦点となる。- }j';Jl i庇の立場では.総主 t闘と

福離|剖 lま rf-~ (.品 )J~~llij\(を介して電気的に結合して

おり，オーロラ現象はこの 'll1流が強まったときに

起ニるので\ 3 次 7('1ι 流系的!\I i.邑h被桃が!t 占とな

る。しかし 'ilI流を判っているものは個々のイ ';i屯約

千(主として屯子)であリ.粒子的 flh とftl:流的

お知らせ M東抽崎両明班 X""東京M班声南東南京蹴車両以車)€I明米東逗ジ

宇宙利用シンポジウム | 月・惑星シンポジウム d
U 時附制63年 1 rJ 1Rω-1 )j R 日(付

場所ザ術会議

U 時 H丹羽163年 1 )11Uω- 7H9UnJ

場所 ·IHI 草原キ考ンハス AW2 附大会議室

間合せ先 ヰヱノ山科マ研究所研究協 )j;l'¥. .Jt 同利JtJ 係 0427(51 )391 1(内2234)
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一一ー~. *第 7 回宇宙科学講演と映画の会開

問時 A引l 催される

臥劃旬旬 j 第 7川III川II料!ド吋Lヰj':宿前削 4料f'ι';: 品制講船削 1剖出~( とU川映州吹 III巾附Ii

5 月 141 リI(け|υj州'J午H後主 1 II 寺3初0分カか、ら千布 t，司楽4早恥t~凹町l汀I帆日ホ一/ルレに

おいて H刷HII似Ii正i' さ tれLた。この ji''j( は，本研究所が発足

した日( 4II14t!)を記念して行われている L の

である。本年は r誕生 H を迎えたマゼラン JI~·.·1 ー

の起 .#i )I~.J と題した，，JIi械を旦 II 化プー研究所旦 II 'f も長.

4:研究所 lilMiL と・小 III {;t.光 'I'. が. また r スペ

ス 7 ライヤ S ト UJ と題し た l~i i.itを 4斗If 究所架本

教J2 がそれぞれ行った。さらに映耐 l 液水 /ifli 般

ロケ~ I のJ-: H~ が L映された。

当 H は町一般. )、"(生司日 ':j 校生 ::~~¥J250 名の AU ，品

があり， fllUJL 多岐にわたり II，~i 比のうちに似を閉

じた。当研究所の活動の一端を紹介するとともに.

'j':'Ii i科"(の進展状況について所外的方々に御理解

を j!} ることができた。(中村総雌)
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*有翼飛初体大気圏再突入実験機時IJ御系モーショ

ンテーブル試験

~表紙カット参照~

さる 41j2!i rl か句史尖験で打J げが(-，£されて

いる大気!剖併'失入実験則の制御系のモーンヨンテ

プル試験の哨fTせカ， 111-:'] 弔ム自主 1'1···T}~j て-hわ it

ました，本格的試験l立 6 IJ20I:lカら 1 J われる T: 主

ですが.今 lui は終械 CN F.と機体 II!I I の SJ ，舵 1(li 駅到 J

J.l 1 ア 7 千 J エータおよびモーンヨンテープ/レ側 ~I

)")機等の Inj のインタ 7.'- イえのチェソクを'I'心に

れ立、カ 'I i われました

今!h Iの機体では CN ビのハードウェアその L のは

辿'市町ロケァト終械引と|百 l線ですが Iii 突入飛行

時の制御のために， SJ~1J 御機能に加えてエアデ

タ("7 γ ハ数 J盟 fl] など)を， lti Il IJL ，これをIT!い

て舵 IIiiを出‘動する機 i危が新しく IJII えられています。

また、機体Ii聞の S.I およひ宵じ IIii川アク千"エ -YL

1、機を H! 川してIl ff危な 1;1") H i\ H Il同仇 H とー IN-

TII I': -L()() ド的状態でぷ験を 1 I うことを目指しま

し た このため.今 ILl I の l帆合わせてーは制御に関係

するハードウェアヵ、令てモーンヨノテーブルの脇

にすf'.べら tし色々む fi ;-り線やモニタ 1"1 斜lが交銑す

る'I'て 'W ,,2. f↑業が行われました。

ニの mw~体のHi Iこ笠公のブJ を flJ ).I 1 して制御の助

けを flf リて月並行する場介 l立、そのダイナミクスも

阪官i でテープんの):T;出Jのレスポンスをながめてい

てむft!'々いいのか:Itいのか分らないということが

あり， +11'，の ，J:験に ItlI けてはこの点て， I, ~よる日を

卜分に炎勺て 1; <必要のあることを痛感しました。

Wi谷広文)

*EXOS-Or1 次噛み合わせ」終了

オーロラの濯に挑む EXOS- I)の 1 'k哨み介わせ

が J雌 'J'; 終 f したのこの試験では.機械イトわせと

ljl 付、機能試験の他に。 rmli hO);J について詳細|

なテ'-711~1~1 を1= 1 (I'J とした 2)129H に始まリ 5

fj7LI に終了するまで、のべ人数 i 千人を舷える

人たちの参加をf!}たが.特に lEI際協))町 民1 とし

てカナダのグルーフが長期Ialにぬリ参加して，こ

の i~i1J lに凶際色をつけた。九サプy ステム シス

テム til.当者i とも、述日に波る 1~ 1I.\"閉め作業をこな

した。J>I ;I ，今後め総介試験 11 ち|げにむけて唱

力強し、チームワークがff ったことの，tlE1.，と放した

い。総{';-試験は 8H かられわHる。 li)1 いl をはじめ

[排Il，f:大 ·~t. ~付|の十円Eに!乱.q/いたします。

(1Jrl IR治白I，)
*相模原大型計算機

相似!京大 J~I~Ii,- rl 機は. R(.{和63年 3 Jl1II から iE

A綜働をIn-JM. した。，d 斜機が設;~l: されているI:l !~!

は， I昨年 12H に完成したため~l·t? 機川の屯7) , j叫

し i ケーブルは 1 )J6rIから J~·· J\·iJ'開始され.計 n

機本体的搬入は I )I1111 かり行われた。

今 1"\の '17 レースは建物ヵ、相i I!見と L、うことと研

究引の移転、と j ，{JII.\JYJであったため.計算機の導入

J~'れと jもにし，\N (桃内光デ-7ハイウェイ) I;止び

研究宅端末後続J~ ・1ゆず重なったため， スケジュー

ル(1'1にも大変であゥた

).:.J~I! 計 n機はド八 COM VP-200 、 M780no ， M

:lRIlHX2 の 4ff が B似 1 I，と 2 fに設計されてい
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る。 T メモリーはV ド 200が256MB. M780/20 由、

128MB.M380R が32MB X2 あリ，外部メモリーは

路公ディスクが100GBて二その他半持 f-i.:ディスク

(SS I))，カートリァジ・ライブラリンステム (CLS ),

カートリッジテープライブラリ (C 1' L)，光ディス

クライブラ I) '"ステム (OSL) が装f~i されている。

人 HI11装置はオー7 ン本が 2 ヵ F九サプステー

ンヨノが作建物に 4 ヵ向i設;庁され.そこには磁気

テープ装Jし円本語ライン 7 リンター装置.グラ

7 ィックディス 7 レイ装 ill ， AWS(G 向。)，削除処

m装 Itt:がある。

構内俗研究ヰごとは光データハイウェイ (4 lO Mbps

，~':ii企光LAN) によってホスト，tin 機と車内介され.

側々の.fIWS専の端末は 10Mbp，のDS Ll NK (イ

サネ γ トタイ 7 LAN) に篠続されて端末機能の他

に科研究本HlJのメールサービえも 1J われているロ

fJl.品川内でホスト ~I~干機に接続されている端末

の総数は330f; あり，外部から"十算機とアクセえす

るポー|は公衆 \11\*車3∞bps. 1200bps , 2400b仰の

合J十て"](il"l糾ある。

大 P刊叩引tv引lリ!，nJ:幻i 機は 1ハ'I 引動J 化;巡~止iシ1転が行わ jれL， 特に J也 iilt

火災等に対する安全対策がと句れているため，1+

J't:己E恥、が "I 能と主ヮた。

，lin 機の利用は.料'~f: fai JI~ のデータ解析・ンミ

ユレーンヨン iii 算・'j:HiJlI! 'T ・工学に関する J"，足

開発， 11n 等て flP 判司昨による全，(rj( I'J なセル 7 サー

ビス化が行わIt，大変スムーズに越川されている.

4nのVP-2∞の巡転II字削は 6131時 IHI ， Cpuri<働 r

は 95°'0 て'あ勺た。，jijへージの与引は大昨日I-n機本

体当、の全;止である (1¥¥1~I ~~， )

*5-520IX-I地上燃焼実験

S-520IX-] モータの地J-_燃焼実験カヘ能代実験

I品 lこ }i守て. II日制163年 5 )J](i1cl(JJ) lla :'i 30 分山火によ

り"J~施された

S-520 引ロケ y トは， if')' 式ではあるが，これ

までの際叩的観測機である K-9MJ~I~ をお TJ-_ まわ

る刊能をの L ， 1'J1.i1li 1機の主力となりつつある。

本実験の IX J~r~ モータは よリ低価 I桁且つ I::) 刊能

1じを日 (]<J とし改良を 1m えたものである。

モータの燃焼は lr' ，:;~'に行われ， Tj1 fU J，内 H ‘

5

S-520IX-1の燃焼実験。モータは左側の四角の

建物(幅約15m) の内部にセッ卜されている。

TVCの作動によりやや」二万lこ傾いた火煙は，

海岸線を積切り日本海に達している。

[人IHて1hd'}j， 出I!ど':'p43 山の諸 dhl!lli止びJI:.'f:観iII'J (，完

全に I，ji;さ t した。

jーな li十州紡米Il ，最大jlUJ=]5.71O n ， 1広大内I-t

=53kg/川. 全燃焼秒、US:=31sec て凶ある。

本尖験的成功によリ G4 i!ニlAに下ーとされたfJJ号機

j1 ち 1--げが大いに i別刊される。

むお.あわせ災地された1'VC UfUJ!i l!'j 制御)

袋 ;i'UTJ 改良 I~I~ It自射弁的利邸 I) LiE'lil; で， M-3S11-4

-I;;機にむけてイ 1 怠義主データが科られた。

(iii:本哲J.::)

*'5 1' 5 ・イン・サッポロ

さる 5)~2:lll から 5 日|目I.札帆において郎 161111

IS'I ・ S ('j リ山政 l~l と科学:の岡際シンポジウム)か聞

かれた。今 lui はよ k京を初めて離れて|制Hi・される I

S 1' S とあって .344 京の事務局と北海道現地の叩、 l砧

との j出払に胎 t止の努力が払わ tし 19 ヵ作 '-I 1 機関か

ら *'J9UO 人( jI l l'ト 132 人.論文発 J人数 40 Il，;\lの参加 l

を的て.大成 JJm に必を閉じた何とりわけ， ~tilfi

i且航宅 'j リ山産'%，~tJ也椛 111 を推 j丘中町 I也正 ~t 出i且の

土J丘f+:ibll はすばらしく.型!々たる然主\iir£れる人'会

となった。

.j-:;ii fl1l'かりは.組織委 li会的メノパーとして多

数の人が大会的成功に点献したはかー吋Icl(，約50

:1'，か参加した。((ドJ川必 I';:)



*NASA副長官マイヤース氏の宇宙研来訪

す Hi技術l止ぴ科γーのシンポジウム (ISTS) t.1.i¥

16 回をむかえ，世界各 l士|から数多くの人が会場の

ある札械に集った。これは円本の宇宙によ Jする成

栄ヵ、近年とみに上リ.各|七 lの関心を引いたためで

あろう。

ISTS が終わって何人かの }j は制 11 J;i 1京ニューキ

ャンパスに来訪された。 NASA の品 IJ J之店マイヤ

ス氏には先日 7 レ y チャ一長'b:を訪問した l時にお

会いしたが，乙 i 街研には 5 )J26 日朝l来訪された。

NASA国際局のノートン謀長も-Hiである。

ひとわたリ'j-'ni日fの ~I'l凪 「き'んが」のビデオ

を~~介.副長HI.t NASAの現状と計画についても

紹介して下さった。 'j" 'Ji plfの効ヰ'的な活動状況に

は涼 O~銘をうけR£ ~I二参与にしたい.また. Solar

-A.Geotail.Astro-IJ の悶際協力についてよろ

しくたのむとのことであった。 7イヤース/­

Iｷ/1 山l 氏とt. tJi キセノハスはぷ ll~I らしい f~'i J"H: て1 こ

ニで次々と成採が生れてくることを!制作しますと

f聞m\ 合鉱石市、ら超新星爆発を探る

~ダ。 われわれの銀河系内における
¥¥1// まにま r
巴'1<:.とァ ‘過去の超新lrl.現象をカウノトす

る新しい }j 法として，鉱山の地中深くから係取さ

れた鉱石中に若松されてきた肱射刊 Jじぷの Et を測

定することが.ワシントン大学の Ilaxon と Johonson

によって促奈されている。この方法では，鉱石を

情成する If，([ 肢が起朝 rHo 爆発で肱 wされたニュー

トリ/を捕位した結"*生ずる|と減 WI の士と L 、微 ~t 政

Mt' 1 えよを利 1TJ- t る。 171: イ i r!-l グ〉加 Mo( モリ7'テ'ン)

がニュートリノ LIe を 1IIIJ 生した後，崩壊し 97'1 、c(テ

クネチウム)を生成する反比、〔叫 Mo (!ノ e ， e 一 )"Te

+n) を，彼らは有明視している。

、二の H法の特色の一つは I也n'T 的な年代にわた

る長期のデータの取得ができることにある。また.

S;'Ill987Aで検出されたのは反屯 f 引ニュー，. I)/

Pc と見なされたのに付しこの }j法では屯 r I~'~ ニ

ュートリノ νeに|期する制調iが1平られる。ただし 1m

也j もある。われわれの身近にある太陽からのニュ

ー l リノの杉沢4をいかに除去するかという Iii てサ》

6

ぶって名残り惜しそうに次のイ'定地に発って行か

れた。

7イヤース氏は/ースアメリカンのMIJ 社長を~~

n，された Ji. イ1 能な実務家と iムヲ印象. 7 ァイン

7ン同士と II!.た I~\税.しかし左 II に Ul!'出をかけ

て，温和な!必じの独Ill!竜の和|叶ーて'した。

(凶村純)

る。しかし ， il1 らのぷ符によると.主II 刊I系ニュー

トリ/がト·_~Cの以応によって97Tc を 'hJi:する本は.

太陽ニュートリ/による場f? と比べて1.7 1音大きい

と~t!.H! られている。 (NaIUr"c. 5 月 26 rJ~;.)

合北極のオゾン層にも危機?

取近.南極 l tE のbJi:府|剖オゾンの減少(オゾン

の火， )が発見さ tし衝幌町 J主休日を集めてきた

(l SAS ニュース Xo. 67)が.北桜域において L オ

ゾンの 1M 告を 'J 、す，iJ O処が新たに凡 1.1\された。

IH 似のオゾン似岐には，人1".( 1サに"成されたあ

る舵の nlL k:・-; "j(:， 炭主化 f干物 (O'Cs) が1J ;1 凶

と主っているという i況がイ OJ 悦されている。この

説によると， CFCs を生成 1 る化 ι' (:J ldL: サイクル

において一一般化 JJi#がつくられる 'k 際， この分

千は出桜で倹:.uされている。この I ，;J ヒ分 f が冬千三

の北械にも存イ l することがコロラドの大気科学者

グループによって韓 l~' されたのである。

現実に ~t 傾のオゾンは減少しているのか，今後

の研究が待たれる。 (Science. 5H27R 号)
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下 太陽面輝度の精密観測 直聖司

京 i;( )，、文 f，では.太陽 I( ， iの 1~':ifl'iJ!£ 訓l 光により.

{l)! .l.':/人 (IHI およびそれ句の川 I片!とのエネルギー

バランス. (2)Ii 分 Jhi 動による太陽内部川)1. 13JJ:

HH 日，t ·liM の村 tH\ 町亦の研究を行っているの( Il, i:ll

については、 l 次 Jじ .)i(; ダイオードアレイ)を

disktenter を小心に [111'1.; させることによヮて.そ

れぞれのヒ 7 セルカ、スキヘノした Pll ，\j I では.感

I%~lill なして'向 iJ!t 分布の取得できるj!，( ;目(!世 I. ，

イ I 't JJIJ ffSem) が 1 !J82·lj'.から長1j' 、ており.それに

よる観測結~~が L 、くつか骨if，されてきた。{引につ

いては. globaloscillation による iJ!i を 2 ;kJUn に

分解するために. 198(; 年かり 2 次 Jじの cco ピテ

オカメラによる観測を!;.f;め. (I 色たによる観測て e

k-ω| 刈|のリソジの村 t II~ に成功した。

II 主その t]'i，川述茄 Ii) 主S' {i~j}l は.鋭 I目白[\のぷ In

J引背にあリー |の:f. 1\ ~社を':1:けて. I Il H~ 、 l 次 J(: ;r; r
と 2 ;.人 Jじ cco カメラをそれぞれ 2 つのカラーノ〈

ノドに吋てることにUとまった Uft2.5cm , ，'.'，・，1，'.(副・

期同O<-In. };、|劫{~iiI(1.ta.7mmの光"f:系が41' というコ

ン，、クト主守lp主鋭である

2f・r，の村rtH山系にはそれぞiL L~ li'iがある [II同ム

i ，人 Jじ止(と迎い. 2;人 JtC CD カメラ Iふ晶、面i)j

四連輝度望遠鏡

東京天文台西川 1享

jζペ柵
¥
、

'

、

、

一一 -p 巴 ，r

、 iI ,
j
J

白.

F‘ー・­
守7"-~

ー

2次元ccoカメラによる太陽画輝度分布

的観測以外のためには感度補 II が必必である。そ

こで. n~tJレンえの山に 7 ィルタ タ レソ卜を

iFi さ，そのうちの l つに 1"1 レンスとすりガラスを

人iLて， -I>~ :/(;JIi\射が巡，人て・きるようにした。太

陽 1(liの '~11~:法制光では.党は|分弛円、ので.ホト

タイオ ドや CCDの飽f11 レベルい勺はいまで光

ιf をためてJLみ山すようにする 従ヮて lti大

の/イ 7、川、 Ii "正れ系て'なく光 f 制i7T となる。その

む川、て'は， 1IIIIf~lr;{ l!fj生 Ifrの jillいビテFオカメラの }j

が布干II であり， icl4I!Ui/jII が|分できれば.回+ム i

;kJしぶ f より 2 ;kJし CCD カメラの }j が I~:j '-'、車内!主

(10 5/ 日)て·~Jt iJ!lJ て'きるはすて'ある しかし、そ

のJ'W\についてはまだ分からない。

地|での飢州では ， ilーのオーダーのiii;統脱出'I ，

100MB/ 日を越えるデ-? 4(にも刈応できる，など

の山で.また.公loRで|明へ」げi1I;f. 1t!あた

りの観測u·trllllが長い、 H 可iMまされている iiV.:J::の

主い尚日伎のWilli!がて'きる.等の円で，それぞれ

相 l納 (I') な干[J/..-，がある。現イl は. 公I;Ri/H在日干の L~所

知 II]十をにりみつつ， L~ml継続の U 的む.Hiねて、刊

b能iE.;正，川白

(Iにニしカか‘わ.じゅん)

-7-



ーも 1Il6 Al.
国際会議「惑星系の形成と進化」

に参加して

1988 年 5 月 91-' から 3 Cl IMJ ，アメリカのポノレチ

モアの Space TelescopeScicnceInst.itllfe にお

いてワ -7 '"，-ョップ r} ;11;M.系の形成と進化 J が附

rili された。会議の ~I (， 'J は，ハンブノレ品説法鋭を似っ

て太陽系以外の必 lsi 系の脱出 'J 可能性を点検するた

め卓村形成の思 l~;i おをも 7 一度洗い， II すことであ

ったようであるロもっとし.ハップル f~i "~がいつ

れち卜げられるかという政大の関心事については，

た J: ん ~~i r-. とい II! かリて'はっきリしなかった。

参加，-I';は約 130 名で前半の 2 日附は 9 つのセ y

y ョンにおいて， II 人の Reviewer が.t， 'J 1I時 HH ，~~

泌をして 30分;議.l布をするという形で進んだ。 lt~: t，去

の! 日は.午前 'I' は 7 人の Chairmen によるまと

めの北iv!が約 15分ずつ行われ、 l( -f:主は Instrumenl

のセソンヨ/て同あり.合計 16の~Jl iJIIlm!!!1が利介さ

iLた。

‘j'tfi LI つのセ'/:;/ョンのChairman を i工さiL，

30分のi議s詣の時UtIの ~~~l~ と J，品終 H のまとめに何

を Iiiすかを巧えることで被れた 3 FII日l であったが.

A.陥系形成請を柿築する|で有盆な会議であった。

IH<からは， 'j:Ui併の山本白色さん.東大地物の

'1'川淀次さん、阿古1; I~~~ ~-t·. J1-ｷm/k.科が H11市されて

いた。会"轟の詳しい，Ai行は会議報告がtH版される

ー"辺なのでそれにゆずるが.31者の特に柁目した

L 、 1，1/ や!長屯1 を述べた L 、。

Rev 山w では， 1.'，' 1こ La rSOllの話が興味傑かった。

')~は太|場系形成 IL~' における II) i進出!) 1止の輸送I1U泌を

取り l げ，そのメカニスムとして， (l)，f;Lifitキ1 .1'1;，

12JillJJ トル 7 ， 1:31総場によるプレーキング， (I Ii.庄

の !i'f，品とンヨ γ クの発 'I~ をあげていた。 1直の立凡

では，(1)は物理的には相当 un題があると計って議

泌を巻き起こした。 IIIJ ち， fiLi止の発生ノカニスム

J!I.ぴ耕作機構など7 イクロプロセスは和'II，解明さ

れていないというのが f庄が，f;Lifittliflーによる IIIi!lf

京都大学理学部観山正見

;ji!J量輸送に{、!いて疑問を早する且~.I Hである。この

討を発端に.議.治が巻き起こりー特に D. Lin は

Larson に相当かみついてついに会議の Hll 中議論を

していた。また (3) については.太陽系 III E￡に !J 十て

刊糊するためには til'" ，強い船場の右;イ 1ーが必要て。あ

り，巧えにくいとしていた。

戸'liHIJ 稿輸送問題は.筆者も ill. 主主~~:解決される

べきテー 7て'あると巧えたので.まとめの時間に­

f1 fび強調 L. I1 ~jfri 話題の差動 lui 転系の小安定性に

よる愉 i孟メカニスムを示した。

会議を通しての感忽は、 Reviewer がCl4>:の 11: '!>

をたくさん制介する ιI> の篤きである。彼らの日本

人の fl:'IH こ付する注 H は相当なものである。特に

数値シミュレーンヨンの分野の{上 A抑止スーパー

コンピコータを谷易に CI -4'では使用できることか

らか、井一同 l立が正~\;、。アメリカではコンビュータ

センターは :/pK たが，ネットワークがまだ弱いた

め.多くの， if 究者がえーハーコンヒュ -7 を使用

する環境になく， CI 本に比較して 2 - 3 年遅れて

いる感じである。この分肘はどう L 今がチャンス

で〉ある。

しかし残念なのは， 30分の議"歯の時 WI'二、 poor

な.?t fi丹力のため議論を引っ張って行けない点て'あ

るロよい{士'れをするだけでな( ，業界をづ|っ似る

ためには H 本人は(特に:医者は) ~~ihを域能に百円

す能JJ をやl ける必裂を感じた。

さて会，iJfiを終わって. 1:1-1川さんの似介て'ロスの

Callcchに Gold!"eich先生を訪ね. ;~山J回転、ディス

クの不安定刊に付いて議論した。我々は.核近彼

の仕 'J-; と j主う結栄を H~ していたので，緊張して行

ったが.議J歯の末JJめてくれた.彼は非a市にれき

くな感じの忠J.~.iまい教授て'あった。こんな調子で

8 日間の旅行はあっというHllに終わってしまった

のて'あリます。(みやま しょうけん)

。
。



_,J..;::~J 穴ト~

ヘ、虫学宙 太陽電池の話 (4)
(宇宙用 Ni-Cd 電池)

'-j:'liiIII 二次福池には， Ni-Cd , AgO-Zn , Ni-IL

勺のftt也があリ，いずれも充屯によって長WIの似

IT!が III 能である。この I人JAgO-Znfit 地は弁|主 l最初

の人 J '.1 ajJ ， J に拡載されたが.政 1[1 時のみの使川の

ため l 迎I:\Jから 1 ヵ }-jf ，!.f!tの有命に II まった。太

陽屯池アレイと剖 l介わせて数イ|の 1.) 命をカバーす

るものとして， Ni-Cd' ，民地が主に則いりれ.こ il

if;大きな夫総を」げてきた。 Ni-I[2't:U，池は， 1983

年から HJ ニげのイノテ/レサ γ ト V サ系以降の jffi 1~:

1!UJ1¥.1~'; に本絡 (I(J に悦われ始的.比較的深い放屯深

l主に耐えれ i る特徴がある。

Ni-112;也池は， CI 本では 'j 官 iJII として未だ実紛

がないので，以下では科学術 hi Jl I としても出\I U~ み

深い Ni ー Cd 屯池のみを採リ上げることにする。

'j':'riil 仏特に /;';J 回 i:li ){IIJj正池のえ ~~I 条 1'1 には、

(11 打 l '.i fll 与の転出~，官庁 j~ 等の機械.f ~1 :t;~に li·1 える，

。 I) 熱・氏 Zt の ('rii 王山 I立て日数 1000 サイ 71 レの允1#';[£

を")ヮても ~t"& ，~性が似たれる， 1iI 0'; \t似似から i指

llJ のヒ トンノグ it の熱 !J\ 抗が低い、日 vi 純々の条

件 ('dii也の illllU:!l， rccharge ra t. io, }li.'.ιj草炭守)

に刈する kh 命n， (V) 長Jljlにわたって屯圧が安定

している， (明)A 1-1似IJ4 が似めてiミぃ， (咽W トI/kg

が似めてH い， (V団長!日lにわたって過充電判刊が!!i:

ノラ;u

〆ワ!'l'lRl

店事

旦些己(SPCC)

と~平三三塁!ll1lJ

且盟主

、\\正豊且

サl\、旦ιιニZ弘i♀と)

皇盟主二と立Z旦:I)

主旦{SUS:型b?

宇宙周 Ni-Cd電泡の構造

定している，可があげられる。これらの条件を4

1出して幾多の改良が1111 えら jし税花町閃のよう主

'ar池が1 街 JTJ の代表WiJの一つになっている。

[](7川崎Ji2 凶n(1Iか句 lりl らかなように Niー Cd'HUll!
は Ni 正極板と Cd('( 極板を耐アノレカリ刊のナイロン

セハレ-?を介してスタ y ク状に品 I[ み. f!hJl 打|

げu~y.の機械関!~lに耐えるため.絶紋ン トで包ん

である。屯jllH'tの KOII は1.f.液衿から tl'. 入さ 1しそ

の後衿をネン止めしア-7 治般によってこれを弘、

目iする。 JL 負ドhi!首{立;~jイは.セラミ y クンー jレ h o:t:.

を IIJ し、て絶品まと完全盛;[1'1 を地してある。電池 III. 休

の受人il試験 (AT) で， He リ クディテ 7 タを川

いてリーアチェックを行い，約1O-9a tm ・ eels の

リーク l止を 1~十てずし全庁dii-JYI を 6す認している。

エネルギ一変換に関係した反仏、は.正出で

政屯
2NiOOH+2H,O+20-..'2Ni(Olih十 201 [ iii

両'::'1江

J't極で

肱1正

CdI20Ii :::-:-:':Cd(0Iih+20- (2)
允屯

となる。 11J凪. 負も Hli の科目 iは正悦似のそれの

約1. S-21すになっているので、正極f，反の谷 i止以」

に光'flL -4 ると

40 1-1→ 02 十 2 1i， 0+4仁川)

によってf在来ガスが発生する。しかし負出版には.

米だ充屯されてい〈よいが.:E気化'"f: (jtJ に j目刊な

CdIOIl)，が残っているので， (2)の反札、はTiから左

に進む。これによって科られたCd と椴詩、ガスが

2Cd+O, 1211,0 • 2Cd(0 1i)2 (1)

のように反応して， I山l極でそれぞれ発 '[:.L ， I以収

される般車ガスを III ちによ lム術状態と L ， "江池の内

庄の」ー 11 がjf [Jえられる。ガス l吸収反応は it1d 主{占有

性が大きし低温になると吸収述伎が減少する。

このため{氏以における泊先屯は，内庄が上対する

削 111 1 にあり.光屯 f正 itt を小さく打 [I える寺の J子芯が

必要である。 土i 市町 f- ，';:，紙隆治

-9 ー



船にゆられて日食見物

この 3 Jl 18 1e1，イノドネンアからフィリピン.

そして小笠原海域にかけて符日正 H 食がはりれ.小

笠原へは 4 1主の市17が円食 Y アーと材、して繰り出し

ていった。一度はこの lヰで比てやろうと，目、ってい

たf1‘もツアーに参JJII，心のメモリーにコロナの姿

を側めるべく双niH見 J'，手にサン 7 ラワー 7 に来リ

込んだ。たまたまえ球の秋山さんと合流，松I-6M

のIii)Ell氏 {'1也の船にいるとのζ と。

時は 3 H, X公には』ιまれるだろうと思うたの

が早とちり.この時mJ. I!-jの品々て'は梅耐のよう

な L のが日正に始まりかけている。神戸港を H\ た時

{, 1' 1，j，父品に /{j いた II ，\， {，同，j，次々と貼')出される

天3i図とひまわりの~t1送乃 Ill の前は 72 に人だかり

だ。気象 lこ"干しい人たちが.ああでむない.ニう

でもないと議論する的を， じいさん，ばあさんも匂

わかっているのか，全然わからないのか，心配そ

うに IHI いている。米るわ米るわ ILl;主UL ノl 、得!以の

iN叶lの手引!のそのまた肢も JEI いフェイスに迎 i品し

てしまったらしい。しかし.両日のコースやlilI.羽 111.1，1人

を決めるための決起民会の品会し沈んだ ~';:~~I~\ を

少しでも椛り J'げよ 7 という fir，行社スタッ 7 の山:

ぐましいばかりの i~i~~ 努力.そして等身大めてる

てる t}j -toに一杯飲ませたのが刻 jいた。 Iii) 日.父 I; ，';

を :HHi したおり，鯨の at に H\{~ ったのをきっかけ

に A~~は針転.その iiiは.全111J(=>:，..-リウスまて 'il 妙

に影を J品とすといヲ tJi: II ，'i. '~I. lei への!日I!寺は大さく

，fJJ まった。

さて当 lei ， fJ!:欠 lι を J位けてあまりに 1十l に 11 11 すぎ

たせいか ， ，h、 JL!域判イ l の小さな ftl(~~ 、がホコホコあ

る il' iJ戒に'欠人、合iJi~は.H I， '11;' をよけて進む "I:.q~'i のごと

く. 1. をよけて 1 !Ii自 L 取舵. 向船;打~l- μえさんはじめ耳来主 t刺机Itl

iμi の j心J にとつてはt占悲lt(十惨も主な.数-→i う分t て

<'}のない ii，海I，師lサril域或にたど』リ) "vi き.ついに特i旺 II tt と

いうやつを見るニとができた。

高い金と時!日i を 'I'iやして.この 3 分、|ιのために

やって米たのだ。コロナの流線.ブロミネンス，そ

宇宙科学研究所村IJ 津正久

して彩!l1， 5'イヤモンドリングと.いろいろ兄た。

・つもりではあったが、終わった時には.何か楼

いことがあったということ以外何もわからない。

太陽はいつもと変らず主でキラキラ州いている。

1'1 分がいったい何を比たのか肌の'I'で格段しよう

とするが. .lcti}':はお』よろてdある。ほんの 1秒前まで

よの世で一得iりl るく紳tいていたものが(太陽の光

球が少しでむ見えていると人 IIIJの H はくらんでし

まい.欠けているのはわからない)，突然.この世

で最む児いもの(月のiii ， lOOK の，IH体)に変って

しまうのだ。あたりは時<.掠くなり、 コロナと

いう拠のはえた崎県の天体が現われる。その綜に

め句め句と任しく燃えるフロミネンえ やがて.そ

のぷ f~;の J，~J 固にビノク色の彩!(1がさーっと広がり.

ヒカ y とー附のダイヤモンドリンク。foo! lOO カラ y

卜のダイヤモ/ドもこれには 1えばない.まさに天|

の桁輪て'ある。その 11， 後，川 l，l" 、太陽は湖、 }f~ もなく

mえ去り.以前と変句ぬ代々のλJ品がそこにある。

なぜ日食が起るのかを知っている脱代人.まし

て，わざわざ比にいこヲというマニアでさえ.身

休が山えてカメラのふ〆ヤ y タ がjll'せ主〈主るこ

とがあるという。 tt験者は.あらかじめカセット

テープに観測指令を吹き込んでむき， lei 食時には

それを流して自分白身を，'tl吃激励するという。こ

れをよ子訂するニとめてーきた {'in'!住 1; を拍t うという

古代人の気持ちが尖感としてわかる。rI食とは.

ただiiiに太防がil'iえる.ロされるという現象では

ない。実際に凡てみると，それまで~，Hかなかヮ

た尖に多くのことを発見するニとができる。日iiiの

'I'だけでわかったつもりになるに作ま句ず.やは

り1"1 然現象は体験してみるべきである。

(ゃな Z さわ・まさひき)

⑮
~Ii ~ド制JIj畳H としてお T 七、いを始的，

しんどく ιあり.来しくしありといっ

たところです.t手様町村i十歳 ()~J なご芯比.

ご校悩をお耳rti \.、します. (1 1,4')
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